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誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
戦
前
は
富
国
強
兵
、
銃
後

の
守
り
、
国
家
総
動
員
を
下
支
え
す
る
社
会
保
障
の
構
築

が
国
の
基
本
政
策
と
な
っ
た
。

　
敗
戦
後
40
年
余
り
は
平
和
と
繁
栄
を
追
求
し
、
欧
米
先

進
諸
国
と
比
べ
て
遜
色
の
な
い
社
会
保
障
の
構
築
が
国
の

基
本
政
策
で
あ
り
続
け
た
。

　
そ
の
後
30
年
、
社
会
保
障
は
い
か
な
る
国
の
基
本
政
策

を
反
映
し
て
き
た
の
か
。
そ
し
て
、
現
在
は
ど
う
な
の
だ

ろ
う
か
。

　
振
り
返
れ
ば
、
80
年
代
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
は
低
成

長
経
済
に
見
合
う
よ
う
社
会
保
障
の
膨
張
を
抑
制
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
、
手
厚
い
給
付
先
行
型
制
度
の
軌
道
修
正

を
し
つ
つ
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
に
備
え
た
。

　
21
世
紀
当
初
は
、
市
場
経
済
主
導
の
社
会
と
小
さ
な
政

府
が
目
指
さ
れ
た
。
小
泉
純
一
郎
内
閣
で
は
、
消
費
税
引

き
上
げ
を
封
印
し
て
医
療
・
年
金
な
ど
の
給
付
と
負
担
の

改
革
が
断
行
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
消
費
増
税
を
含
む
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
」
の
時
代
を
経
て
、
政
府
は
最
近
の
骨
太
方
針
で

「
社
会
保
障
給
付
の
増
加
を
抑
制
す
る
こ
と
は
（
中
略
）

消
費
や
投
資
の
活
性
化
を
通
じ
て
経
済
成
長
に
も
寄
与
す

る
」
と
ま
で
述
べ
た
。

　
し
か
し
、
安
倍
晋
三
内
閣
が
社
会
保
障
給
付
の
増
加
抑

制
を
基
本
と
し
て
き
た
、
と
見
る
の
は
正
確
で
な
い
。
金

融
主
導
の
財
政
運
営
と
成
長
戦
略
を
基
本
と
し
、
給
付
と

負
担
の
見
直
し
は
い
わ
ば
禁
じ
手
で
、
医
療
・
介
護
・
障

害
サ
ー
ビ
ス
報
酬
の
プ
ラ
ス
改
定
も
厭い

と

わ
な
い
。

　
違
和
感
を
禁
じ
得
な
い
が
、
政
府
の
役
割
を
企
業
活
動

や
投
資
の
支
援
と
割
り
切
っ
て
い
る
。

　
熱
心
に
推
進
す
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
等
も
、
情
報
技
術
の

市
場
と
し
て
の
社
会
保
障
を
見
て
い
る
。
働
き
方
改
革
、

女
性
活
躍
、
1
億
総
活
躍
や
保
育
・
教
育
無
償
化
に
代
表

さ
れ
る
若
者
政
策
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
人
口
減

少
社
会
の
中
で
成
長
経
済
を
必
死
に
追
い
求
め
る
姿
が
あ

る
。

　
い
つ
の
世
も
、
社
会
保
障
は
内
閣
の
基
本
姿
勢
を
反
映

す
る
。
今
の
厚
生
労
働
省
は
成
長
戦
略
と
親
和
性
の
あ
る

健
康
寿
命
、
若
者
政
策
、
共
生
社
会
と
い
う
普
遍
的
な
価

値
観
を
政
策
の
基
本
に
据
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
政
治
は
移
ろ
い
や
す
い
と
は
い
え
、
こ
の
歴
史
の
必
然

を
国
民
の
た
め
に
賢
く
活
用
す
る
知
恵
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

Ⓒ時事通信社2018

元・駐
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

特
命
全
権
大
使
・
渡
邉
芳
樹

健
康
寿
命
、若
者
政
策
と
共
生
社
会


